
　

2023年4月28日発行

戸田アスコン　株式会社

８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、

　　並びに違反、訴訟などの有無

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

６．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績及び

　　環境経営の実績・取組結果とその評価

　 並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

５．環境経営計画

　　エコアクション２１

　　環境経営レポート
　　（2022年4月１日～2023年3月31日）

１．組織の概要

２．対象範囲

３．環境経営方針

４．環境経営目標



１．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
　戸田アスコン　株式会社

　 　代表取締役　秋田　道明

（２） 所在地
　戸田センター（本社工場） 埼玉県戸田市川岸一丁目1番20号
　品川センター 東京都品川区東品川三丁目32番20号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　責任者 業務部　部長　 藤井　洸太 TEL：048-447-3300

　担当者 製造部　部長 佐藤　伸起 TEL：048-447-3300

（４） 事業内容

　アスファルト合材の製造

　がれき類の産業廃棄物処分業

　リサイクル製品販売

（５） 事業の規模（2022年度実績）

　製品出荷額 39.3億円
　アスファルト合材製造数量 24.2万t

　産業廃棄物受入 28.6万ｔ

本社工場 品川センター

従業員　　　　　 31名 1名

18,181㎡ 249㎡

（６） 事業年度 ４月～３月

敷地面積　　　

（７） 情報公表項目
【法人】
法人設立年月日：　2016年8月29日　（以前は（株）NIPPOの戸田合材工場）
資本金：　　　　　　　1,000万円

2022年度売上高：　393,000万円

組織図：

【施設　産業廃棄物処理業】
中間処理施設：　破砕
廃棄物の種類：　がれき類
処理能力：　　　　960ｔ/日
所在地：　　　　　埼玉県戸田市川岸一丁目3282番5（18,181.84㎡）

【許可　産業廃棄物処理業】
許可番号：　　　　01120195010
許可年月日：　　2022年1月23日～2030年1月22日

【処理実績】
2022年4月～2023年3月
・アスファルト廃材受入処分　193,541ｔ
・コンクリート廃材受入処分　   92,777ｔ

2021年4月～2022年3月
・アスファルト廃材受入処分　216,677ｔ
・コンクリート廃材受入処分　   92,525ｔ

2020年4月～2021年3月
・アスファルト廃材受入処分　217,020ｔ
・コンクリート廃材受入処分　   81,748ｔ

代表取締役 製造部ＡＰ

営業部

製造部ＱＭ製造部ＣＰ

業務部

事業の範囲：中間処理（破砕） 廃棄物の種類（がれき類）



２．対象範囲

【処理工程図】

（７） 情報公表項目
【法人】
法人設立年月日：　2016年8月29日　（以前は（株）NIPPOの戸田合材工場）
資本金：　　　　　　　1,000万円

2022年度売上高：　393,000万円

組織図：

【施設　産業廃棄物処理業】
中間処理施設：　破砕
廃棄物の種類：　がれき類
処理能力：　　　　960ｔ/日
所在地：　　　　　埼玉県戸田市川岸一丁目3282番5（18,181.84㎡）

【許可　産業廃棄物処理業】
許可番号：　　　　01120195010
許可年月日：　　2022年1月23日～2030年1月22日

【処理実績】
2022年4月～2023年3月
・アスファルト廃材受入処分　193,541ｔ
・コンクリート廃材受入処分　   92,777ｔ

2021年4月～2022年3月
・アスファルト廃材受入処分　216,677ｔ
・コンクリート廃材受入処分　   92,525ｔ

2020年4月～2021年3月
・アスファルト廃材受入処分　217,020ｔ
・コンクリート廃材受入処分　   81,748ｔ

代表取締役 製造部ＡＰ

営業部

製造部ＱＭ製造部ＣＰ

業務部

事業の範囲：中間処理（破砕） 廃棄物の種類（がれき類）



３．環境経営方針

４．環境経営目標

注）１　電力の二酸化炭素排出係数は、０．４５６ｋｇ／ｋｗｈを使用
注）２　当社は、化学物質を使用していない。

　　［環境経営方針］

 戸田アスコン株式会社は事業活動の環境負荷を認識します。

そのために従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、循環型社会の構築と地球温暖化防止の

活動に継続的に取組みます。

　日常の品質管理を徹底し、地域環境に配慮した舗装技術の普及に努めます。

　産業廃棄物処分業を通して、環境に優しい社会の実現に貢献します。

１．電力使用量、プラント燃料（都市ガス）使用量、自動車燃料（ガソリン・軽油）使用量の削減により

　二酸化炭素排出量を低減します。

２．廃棄物の分別、リサイクルを積極的に実施し、廃棄物の削減に取組みます。

3．環境に関する法規等を遵守します。

4．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。  　　

5．技術提案を行い、提供する製品やサービスで顧客の環境配慮に協力します。

6．当社周辺の清掃に取組み、地域社会に貢献します。

7．全社員に環境教育を行い、環境保全の意識を向上させます。

2023年4月1日

戸田アスコン　株式会社　　　　　

代表取締役　秋田　道明

2022年度 2023年度 2024年度

実績 通年 通年 通年

2019年4月 2022年4月 2023年4月 2024年4月

～2020年3月 ～2023年3月 ～2024年3月 ～2025年3月

１.二酸化炭素排出量の削減比率　％　　　 - 100.0 1.5 2 2

（排出量）       ｔ-CO2 7,564 7,450 7,413 7,413 

２.電力使用量の削減比率　％
- 100.0 1.5 1.5 1.5

　（使用量）　　　ｋWh 3,864,612 3,806,643 3,806,643 3,806,643 

　（CO2排出量）　　　ｔ-CO2　　　※１ 1,762 1,736 1,736 1,736 

３.都市ガス使用量削減比率　％ - 100.0 1.5 2 2

　（使用量）　　　㎥ 2,422,010 2,385,680 2,373,570 2,373,570 

　（CO2排出量）　　　ｔ-CO2　※2 5,232 5,154 5,127 5,127 

４.一般廃棄物排出量の削減比率　％ - 100.0 10 10 10.5

（排出量）       kg 3,348 3,013 3,013 2,996 

５.上水使用量の削減比率　％ - 100.0 1.5 2 2

（使用量）       ㎥ 4,390 4,324 4,302 4,302 

6.製品の品質確保（不良品率削減 %） - 100.0 2 2 2

（不良品量）　t  1,200 1,176 1,176 1,176 

環境経営目標

基準年度 中期目標

2019年度



５．環境経営計画

基準年度：２０１9年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

2023年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1 二酸化炭素排出量の削減 削減目標比率　1.5％ ・電力・都市ガス使用量の削減 管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
量 ・重機低燃費運転 責任者 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

藤井
7,450 目標量（t-CO2） 540 490 510 610 520 600 640 640 760 640 810 690
6,536 実績量（t-CO2） 480 452 463 512 461 520 526 540 592 620 680 690
87.7% 目標比（t-CO2） 89% 92% 91% 84% 89% 87% 82% 84% 78% 97% 84% 100%

評価
2 電力使用量の削減 削減目標比率　1.5％ ・プラント空運転時間の削減 佐藤 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・プラント設備インバータ化 ■ ■ ■ ■
・照明のLEDへの移行 ■
・コンプレッサの効率アップ ■ ■ ■

3,806,643 目標量（Kwh） 290,000 279,000 295,000 320,000 310,000 305,000 328,000 328,000 348,000 310,000 360,000 333,643
3,695,000 実績量（Kwh） 268,000 256,000 290,000 306,000 269,000 305,000 325,000 320,000 325,000 338,000 348,000 345,000

97.1% 目標比（Kwh） 92% 92% 98% 96% 87% 100% 99% 98% 93% 109% 97% 103%
評価

3 都市ガス使用量の削減 削減目標比率　1.5％ ・骨材乾燥炉の設備の維持管理 佐藤 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・骨材含水比の維持管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・排気温度の維持管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2,385,680 目標量（㎥） 182,000 150,000 155,000 195,000 160,000 190,000 190,000 202,000 250,000 207,000 270,000 234,680
2,104,170 実績量（㎥） 128,000 129,000 187,000 177,000 142,070 181,000 183,000 162,100 165,000 193,000 241,000 216,000

88.2% 目標比（㎥） 70% 86% 121% 91% 89% 95% 96% 80% 66% 93% 89% 92%
評価

4 一般廃棄物排出量の削減 削減目標比率　10％ ・印刷物の再資源化 佐藤 ■ ■ ■ ■
・資源ごみの分別

3,013 目標量（ｋｇ） 240 263 220 240 290 260 250 260 270 260 240 220
3320 実績量（ｋｇ） 282 295 215 233 272 254 294 296 289 302 292 296

110.2% 目標比（ｋｇ） 118% 112% 98% 97% 94% 98% 118% 114% 107% 116% 122% 135%
評価

5 上水使用量の削減 削減目標比率　1.0％ ・設備の水漏れ点検 藤井 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

4,324 目標量（㎥） 699 725 725 725 725 725
3547 実績量（㎥） 614 621 611 575 598 528
82.0% 目標比（㎥） 88% 86% 84% 79% 82% 73%

評価
削減目標比率　2.0％ ・製品の目視確認 佐藤 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・設備の維持管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・受託廃棄物の不純物混入監視 　　 ■ ■ ■ ■

1,176 目標量（ｔ） 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98
1090 実績量（ｔ） 90 89 92 94 95 89 85 91 96 85 90 94
92.7% 目標比（ｔ） 92% 91% 94% 96% 97% 91% 87% 93% 98% 87% 92% 96%

評価

〇 〇 〇 〇
6 製品の品質確保

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

× 〇 × ×

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 ×

2022年度環境経営目標・環境経営計画

ＮＯ． 項目
年度目標

（基準２０１９年度）
達成手段 責任者 2022年



6.実施体制（役割・責任・権限を含む）

 

（回覧ルート）

環境管理責任者　作成（承認→関係部門へ配布）

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

従業員 １．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育訓練の
実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、記録の
作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

役割・責任・権限

代表者

１．実施体制の構築（環境管理責任者の任命等）
２．環境方針の制定
３．エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を用意する
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定
６.　代表者による経営における課題とチャンスの明確化

実施体制及び役割及び責任･権限表

代表者

代表取締役 秋田 道明

環境管理責任者 兼 EA21事務局

業務部部長 藤井 洸太

部門責任者
営業部部長 大山 雅之

部門責任者
製造部部長 佐藤 伸起

部門責任者
製造部 技術担当 主

任 村田 智之

品川センター
製造部部長 佐藤 伸起



７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

次年度の環境経営目標及び環境経営計画

ＮＯ．
推進項目 　年度目標 　結果確認 評価 達成の要因/未達成の原因

1.5％削減 12.3％減

 ｔ-CO2

ｋＷｈ

㎥

ｔ

2％削減

1,176 1,090

7.3％減

4,324

1.5％削減

3,547

17.9％減

2,385,680

1.5％削減

2,104,170

11.8％減

3,013

10％削減

3,320

10.1％増

上水使用量　　の
削減

7,450
1

2

6

5

4

3

㎥

Kg

6,536

製品の品質確保
（不良品率　　　削

減）

3,806,643

1.5％削減

3,695,000

2.9％減

二酸化炭素　　　排
出量の削減

電気使用量
の削減

都市ガス使用量の
削減

一般廃棄物　　　排
出量の削減

〇

〇

〇

都市ガス使用量減。

×

〇

製品の製造量減。

未達成場合の是正措置・予防処置

〇

空運転時間減。

原価増によるコスト意識の向
上。

吐出量を調整したため。

印刷物増

基準年度

2019年度

実績 目標 環境経営計画

2019年4月 2023年4月 2023年4月

～2020年3月 ～2024年3月 ～2024年3月

１.二酸化炭素排出量の削減比率　％ - 2

（排出量）       ｔ-CO2 7,564 7,413

２.電力使用量の削減比率　％
- 1.5 高効率モーター

　（使用量）　　　ｋWh 3,864,612 3,806,643 の導入

　（CO2排出量）　　　ｔ-CO2　　　※１ 1,762 1,736

３.都市ガス使用量削減比率　％ - 2 合材の温度管理

　（使用量）　　　㎥ 2,422,010 2,373,570 入荷材含水比減

　（CO2排出量）　　　ｔ-CO2　※2 5,232 5,127 継続

４.一般廃棄物排出量の削減比率　％ - 10.0 電子ﾃﾞｰﾀｰ移行の

（排出量）       kg 3,348 3,013 継続

５.上水使用量の削減比率　％ - 2 従業員の節水意識

（使用量）       ㎥ 4,390 4,302 向上

6.製品の品質確保（不良品率削減 %） - 2.0 製品目視確認頻度

（不良品量）　t 1,200 1,176 の継続

次年度目標

2023年度

環境経営目標



2023年度 2024年度

通年 運用期間 通年 通年

2019年4月 2022年4月 2023年4月 2024年4月

～2020年3月 ～2023年3月 ～2024年3月 ～2025年3月

１.二酸化炭素排出量の削減比率　％　　　 - 1.5 2 2

（排出量）       ｔ-CO2 7.6 7.5 7.4 7.4 

２.電力使用量の削減比率　％
-

　（使用量）　　　ｋWh - - - 

　（CO2排出量）　　　ｔ-CO2　　　※１ - - - 

３.都市ガス使用量削減比率　％ -

　（使用量）　　　㎥ - - - 

　（CO2排出量）　　　ｔ-CO2　※2 - - - 

４.一般廃棄物排出量の削減比率　％ - 10.0 10.0 10.0

（排出量）       kg 454 409 409 409 

５.上水使用量の削減比率　％ -

（使用量）       ㎥ - - - 

6.製品の品質確保（不良品率削減 %） -

（不良品量）　t 0.0 - - 

2022年度

中期目標

環　境　経　営　目　標　（品川センター）

環境経営目標

基準(実績) 年度目標

2019年度

環境経営目標 年度目標 結果確認 評価 達成の要員/未達成の原因 未達成の場合の予防措置

空運転の防止

（排出量） ｔ-CO2 7.5 7.6        

2.電気使用量の削減　％

（使用量）
（排出量）

Kwh
ｔ-CO2

印刷物使用量過多 電子ﾃﾞｰﾀｰへの移行

（排出量） Kg 452 454       

5.上水使用量の削減　％

（使用量） ｍ3

4.一般廃棄物排出量の
削減　％ ×

×

2022年度環境経営目標の実態・取組結果とその評価（品川センター）

1.二酸化炭素排出量の
削減



８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無
適用される主な環境関連法規などは次のとおりである。

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり
ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘はありません。

□特定施設（ばい煙）

□特定施設（一般粉じん）

□排出基準の遵守

□測定の記録と保管

□公害防止管理者選解任届出

□公害統括者選解任届出
□特定製品（業務用エアコン、冷蔵庫等）の
整備・廃棄時のフロン回収・破壊
□引取証明書による回収・破壊の工程の確
認
□簡易点検

○大気汚染防止法

○フロン排出抑制法

○公害防止組織法

□産業廃棄物処理業者は市町村長の許可が必要

□保管基準の遵守（表示、衛生管理等）

　　表示：60cm角以上、種類、氏名・連絡先

□産業廃棄物処理実績報告

□産業廃棄物処分実績報告

□専ら再生利用を目的の収集・運搬業者に委託

○廃棄物処理法

□第1種 原油換算　3000KL以上

□定期報告書の提出

□中長期計画の提出

□選任解任届出の提出

□地球温暖化対策計画の報告

□地球温暖化対策計画の報告

○地球温暖化対策法
（埼玉県条例、戸田市条例）

○省エネ法

基準年度：２０１9年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

2024年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1 二酸化炭素排出量の削減 削減目標比率　2.0％ ・電力・都市ガス使用量の削減 管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
量 ・重機低燃費運転 責任者 □ □ □ □ □ □

和田
7,413 目標量（t-CO2） 540 490 510 610 520 600 640 640 740 640 793 690

0 実績量（t-CO2）
0.0% 目標比（t-CO2） 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

評価
2 電力使用量の削減 削減目標比率　1.5％ ・プラント空運転時間の削減 佐藤 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

・プラント設備インバータ化 □ □ □ □ □
・照明のLEDへの移行 □
・コンプレッサの効率アップ □ □ □ □

3,806,643 目標量（Kwh） 286,000 288,000 290,000 315,000 310,000 310,000 328,000 328,000 348,000 310,000 360,000 333,643
0 実績量（Kwh）

0.0% 目標比（Kwh） 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
評価

3 都市ガス使用量の削減 削減目標比率　2.0％ ・骨材乾燥炉の設備の維持管理 佐藤 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
・骨材含水比の維持管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
・排気温度の維持管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

2,373,570 目標量（㎥） 169,890 150,000 155,000 195,000 160,000 190,000 190,000 202,000 250,000 207,000 270,000 234,680
0 実績量（㎥）

0.0% 目標比（㎥） 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
評価

4 一般廃棄物排出量の削減 削減目標比率　10.0％ ・印刷物の再資源化 佐藤 □ □ □ □ □ □ □ □
・資源ごみの分別 □ □ □ □ □

□
3,013 目標量（ｋｇ） 230 240 240 240 240 240 240 240 263 280 280 280

0 実績量（ｋｇ）
0.0% 目標比（ｋｇ） 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

評価
5 上水使用量の削減 削減目標比率　2.0％ ・設備の水漏れ点検 和田 □ □ □ □ □ □

4,302 目標量（㎥） 702 720 720 720 720 720
0 実績量（㎥）

0.0% 目標比（㎥） 0% 0% 0% 0% 0% 0%
評価

削減目標比率　2.0％ ・製品の目視確認 和田 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
・設備の維持管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
・受託廃棄物の不純物混入監視 　　 □ □ □ □

1,176 目標量（ｔ） 97 97 97 97 98 97 98 99 99 99 99 99
0 実績量（ｔ）

0.0% 目標比（ｔ） 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
評価

6 製品の品質確保

2023年度環境経営計画・実施状況評価

ＮＯ． 項目
年度目標

（基準２０１９年度）
達成手段 責任者 2023年(環境経営計画)



９．代表者による全体評価と見直し・指示

様式：14-01　（１4．代表者による全体の評価と見直し）

■定期見直し（事業年度終了後）
□臨時見直し

代表者 環境管理責任者

2023年4月14日 秋田 藤井

・変更なし
二酸化炭素排出量 〇 〇 製品製造量減による。
電力使用量 〇 〇 空運転の時間増。

都市ガス使用量 〇 〇 製品製造量減による。

一般廃棄物排出量 × 〇 印刷物増
上水使用量 〇 〇 吐出量見直しによる。
製品の品質確保 〇 〇 製品製造量減による。

・該当事項なし

・該当事項なし

代表者による全体の評価と見直し記録
実施日：

見直しに必要な情報 代表者による見直し

[取り組み状況の評価結果] [環境経営方針]
①環境関連法規制等の順守状況（環境関連法規等順守記録による） 変更の必要性：　　　□有　　　■無
・2023年4月16日に定期評価を実施した結果順守されている。（文書類-12） ・変更なし

環境管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

[目標・環境活動計画の達成状況]

②問題点の是正処置及び予防処置の状況
・一般廃棄物･･･ｺﾋﾟｰ裏紙使用・資源ごみの分別

・該当事項なし

④前回までの代表者の指示事項への対応
・該当事項なし

[環境経営目標及び環境経営計画]

変更の必要性：　　　□有　　　■無
・変更なし

＜改善への提案＞

＜改善への提案＞
二酸化炭素の排出量は削減されたが、製品の需要が多くなれば削減が不可能な
状態であるため、電力・ガスの使用量の削減は永遠の課題である。

（詳細は環境活動計画書による）

目標項目
目標値

達成状況

[周囲の変化の状況]

二酸化炭素を排出量を抑えていかなければならない。そのためにも電力、都市
ガスの使用量を見直す必要がある。実施体制を整え、環境法規等のアンテナ
を高く持ち続ける必要を感じた。

代表者が自ら得た情報
・CNL都市ｶﾞｽ
・CO2フリー電力について

[実施体制]

変更の必要性：　　　□有　　　■無活動計画

実施状況
コメント

①外部コミュニケーション記録より

②環境関連法規制等の動向他
・該当事項なし

[総括]（環境活動レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

・SDGｓについて

＜改善への提案＞


